
第２章 近未来農業・農村を⾒据えた農業農村整備の⽅向性４ 流通・販売・マーケティングの視点 事例紹介
（１）京都府与謝野町スマートグリーンビレッジ確⽴協議会の取組（農産物流通の効率化・需要創出）

収集された軽トラックの位置情報

小型センサー

拡大

【課題】
・⾼速道路延伸に伴う観光バスルートの変更による集客の⼤幅減
・直売所⼈員削減により、陳列、バーコード貼り、売れ残り品の処分等商品管理

が困難となり集荷拡⼤できない状況 19

○ LPWA網に接続する⼩型センサーを農業者の⾞等に設置。位置情報を収集・蓄積し、農業者にとって集荷に効率的
な位置を分析して、集荷ポイントを町内２か所に設置。

○ 農業者は集荷ポイントに商品を持ち込み、ボタンを押せば、貨客混載の福祉バス等が直売所へ運搬する効率的な集
出荷システムを構築。将来的には、買い物に不便な⼭間集落の⾼齢者向けの移動販売サービスも検討。
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福祉バス等で農産物を運搬



第２章 近未来農業・農村を⾒据えた農業農村整備の⽅向性４ 流通・販売・マーケティングの視点 事例紹介
（１）京都府与謝野町スマートグリーンビレッジ確⽴協議会の取組（情報通信環境整備による居住環境向上）

○ ランニングコストが低く、地形によらず電波が届きやすいLPWAの特性を活かし、中⼭間地域における獣害対策や
「⽔道・ガスの検針・保守点検」など⽣活インフラとしても活⽤。

○ 特に⾼齢化が進む⼭間集落を対象に、買い物バスの運⾏、⾼齢世帯の⾒守りなどへの福祉等他分野への活⽤に期待。
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基地局

①獣害対策

③買い物バス
の運⾏

②スマート
⽥んぼダム

⽣活インフラとしてのLPWA網活⽤（イメージ）

クラウド

③⽔道等検針

無線
基地局

①獣害対策
⾒回りに時間を要することか

ら、センサー付の檻を設置し捕
獲をメールで通知
・捕獲頭数 約1,000頭/年
・設置数20か所
②スマート⽥んぼダムの導⼊
③福祉等他分野への活⽤

・買い物バス等の運⾏
・インフラメンテナンス
（⽔道管破裂等事故時の対応等）

・⽔道、ガスの検針
・⾼齢世帯⾒守り

等 20

【LPWAの活用の利点】
・小電力で広域対応
・ランニングコストが安価

中山間地域での活用に
大きなメリット

③インフラメンテナンス

拡大


